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第５章 東京都屋外広告物条例及び屋外広告物設置の流れ 

１．東京都屋外広告物条例の概要 

調布市内で屋外広告物を掲出するには，屋外広告物法や東京都屋外広告物条例及び施⾏規則に
よる基準が定められています。東京都屋外広告物条例では，良好な景観を形成し，若しくは⾵致
を維持し，または公衆に対する危害を防⽌することを⽬的とし，地域や物件，広告物の⼤きさ，
種類によって設置の基準が定められています。 

なお，本章で屋外広告物の許可の基準概要等について記載していますが，詳細については，東
京都屋外広告物条例及び施⾏規則，屋外広告物のしおり（東京都）を参照して下さい。 

 

禁⽌区域・許可区域等 

東京都屋外広告物条例では，広告物を掲出できる地域・できない地域や，広告物を出すことの
できない禁⽌物件などを定めています。 

 
分類 内容

禁⽌区域 屋外広告物を掲出することのできない地域 

許可区域 都知事の許可を得て，屋外広告物を掲出することのできる地域 

禁⽌物件 地域にかかわらず，屋外広告物を掲出することのできない物件 

適⽤除外広告物 上記に該当していても，⼀定条件を満たすことで掲出することのできる広告物 
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許可区域・禁⽌区域 

 

 

 

地域 位置 内容
禁⽌区域 第⼀種低層住居専⽤地域 

第⼀種・第⼆種中⾼層住居専⽤地域 
特別緑地保全地区      等 

・⾃家⽤広告物以外は掲出不可 
・5 ㎡以上の⾃家⽤広告物は申請が必要 
・総量で 20 ㎡までしか許可できない 

許可区域 禁⽌区域以外の地域 ・⾃家⽤広告物以外も掲出可能 
・10 ㎡以上の広告物は申請が必要 

中央⾃動⾞道 
沿道 

中央⾃動⾞道の起点から⾶⽥給
２丁⽬まで 200 m 以内，⾶⽥給
３丁⽬から終点まで 300m 以内 

・⾃家⽤広告物以外は掲出不可 
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禁⽌されている広告物 

 

広告物を表⽰できない物件 設置してはいけない広告物
・橋，⾼架道路，⾼架鉄道及び軌道 
・道路標識，信号機，ガードレール，街路樹 
・郵便ポスト，公衆電話ボックス，送電塔，照明
灯，形像，記念碑 等 

・⽯垣，崖，⼟⼿，堤防，擁壁 
・その他都知事が定める物件（パーキングメーター
等）など 

○形状，規模，⾊彩，意匠その他表⽰の⽅法
が景観または⾵致を害するおそれのあるもの 

○腐朽し，腐⾷し，または破損しやすい材料を使
⽤した危険なもの 

○構造または設置の⽅法が危険なもの 
○⾵圧，地震，振動，衝撃等により容易に破

損し，落下し，倒壊する等のおそれのあるもの 
○信号機または道路標識等に類似し，またはこれ

らの効⽤を妨げるなど，道路交通の安全を阻
害する恐れのあるもの 

 

適⽤除外広告物 

 

許可を受けて出せる広告物 許可のいらない広告物 
○⾃家⽤広告物で条件にあうもの 
○道標・案内図板等の広告物で，公共的⽬的を

もって表⽰するもの 
○電柱等を利⽤し公衆の利便等の⽤に供するもの 
○知事が指定した専ら歩⾏者の⼀般交通に供する

道路に表⽰するもの 
○規則で定める公益上必要な施設⼜は物件に表

⽰するもの 

○⾃家⽤広告物で条件にあうもの 
○他の法令の規定により表⽰するもの等 
○国⼜は公共団体が公共的⽬的をもって表⽰す

るもの 
○公益を⽬的とした集会や催し物等のために表⽰

するはり紙，はり札等，広告旗，⽴看板等，
広告幕及びアドバルーン 

○⾃⼰の管理する⼟地等に管理上必要な事項を
表⽰するもの 

○冠婚葬祭や祭礼のためのもの 
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⾃家⽤広告物の適⽤除外 

 

地域・地区等 
禁⽌されている 

事項 
中央⾃動⾞道等の

禁⽌事項 

許可が要らな
い 

合計⾯積 

禁⽌区域内で 
許可できる 
合計⾯積 

第⼀種・第⼆種 
低層住居専⽤地域 
第⼀種・第⼆種 
中⾼層住居専⽤地域 
特別緑地保全地区  

○屋上への取り付け
○壁⾯からの突出 
○ネオン管の使⽤ 
 

○光源の点滅 
○⾚⾊光の使⽤ 
（表⽰⾯積の 1/20 以下

は使⽤可） 

合計 5 ㎡以下 合計 20 ㎡以下 
（学校・病院は 50 ㎡以

下） 

（事業・営業内容を含め

ることはできない） 

第⼀種・第⼆種 
住居地域， 
準住居地域， 
近隣商業・商業地域， 
準⼯業地域 

 ○光源の点滅 
○⾚⾊光の使⽤ 
○露出したネオン管

の使⽤ 
（表⽰⾯積の 1/20 以下

は使⽤可） 

合計 10 ㎡以下  
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許可の基準の概要 

許可が必要なものはもちろんのこと，適⽤除外等により許可を受けずに出すことのできる広告
物についても守らなければならない広告物の基準です。 

①通則的基準の主なもの（東京都屋外広告物条例第１９条ほか）

全体 

〇形状，規模，⾊彩，意匠その他表⽰の⽅法が景観⾵致を害するおそれのある広告物等を
表⽰⼜は設置することはできません。 

〇公衆に危害をおよぼすおそれのある広告物等を表⽰⼜は設置することはできません。
〇原則として，蛍光塗料及び蛍光フィルムは使⽤できません。 

 

②個別的基準の主なもの（東京都屋外広告物条例施⾏規則・別表第３第４の規格） 

広
告
塔
・
広
告
板 

⼟地に直接
設置するも
の 

ア 広告物等の上端は，地上 10ｍ以下としてください。ただし，商業地域内に設置する
⾃家⽤広告物のうち，⾃⼰の⽒名，名称，店名⼜は商標等を表⽰する場合については，
13ｍ以下とすることができます。 

イ 道路の上空に突出するものは，道路境界線からの出幅を１ｍ以下としてください。ま
た，広告物等の下端は，歩⾞道の区別のある歩道上にあっては地上 3.5ｍ以上（道路
境界線からの出幅が 0.5ｍ以下の場合は，2.5ｍ以上）とし，歩⾞道の区別のない道路
上にあっては地上 4.5ｍ以上としてください。 

建築物の屋
上を利⽤す
るもの 

ア ⽊造建築物の屋上に設置するものの⾼さは，地盤⾯から 10ｍ以下としてください。
イ 鉄筋コンクリート造，鉄⾻造等の建築物の屋上に設置する広告物等（地盤⾯から広告

物等の上端までの⾼さが 10ｍ以下のものは除きます。）は，地盤⾯から設置する箇所
までの⾼さの 3 分の 2 以下で，かつ，地盤⾯から広告物等の上端までの⾼さは，第 1
種・第 2 種・準住居地域内にあっては 33ｍ以下，その他の⽤途地域においては 52ｍ
以下としてください。なお，PH（階段室・昇降機塔等）に設置するものは，窓⼝に御
相談ください。 

ウ 建築物の壁⾯の直上垂直⾯から突出して設置しないでください。 

建築物の壁⾯を利
⽤するもの 

ア 地盤⾯から広告物等の上端までの⾼さが，第 1 種住居地域，第 2 種住居地域及び準住居地
域内にあっては 33ｍ以下，その他の⽤途地域においては 52ｍ以下としてください。 

イ 壁⾯の外郭線から突出して表⽰することはできません。 
ウ 窓⼜は開⼝部を塞いで表⽰しないでください。ただし，広告幕の場合は，⾮常⽤進⼊

⼝，避難器具が設置された開⼝部以外は除かれます。 
エ 建築物の⼀壁⾯に内容を同じくする広告物等を表⽰する場合においては，各広告物等

の間隔を 5ｍ以上離してください。 
オ 広告物等（広告幕を除きます。）⼀⾯の⾯積は，商業地域内においては 100 ㎡以下，

商業地域以外においては 50 ㎡以下としてください。また，広告物等（広告物等の表
⽰期間が７⽇以内のものを除きます。）を表⽰・設置する壁⾯における各広告物等の
表⽰⾯積の合計は，当該壁⾯⾯積の 10 分の 3 以下としてください。 

カ ⾃⼰の事業や営業の内容を含まない⾃家⽤広告物については，上記（ア）の規定を超
えて設置することができる場合があります（⾃家⽤広告物の適⽤除外を参照）。この
場合は，特別なケースとなりますので，窓⼝に御相談下さい。 

建築物から突出す
る形式のもの 

ア 地盤⾯から広告物等の上端までの⾼さが，第 1 種住居地域，第 2 種住居地域及び準住居地
域内にあっては 33ｍ以下，その他の⽤途地域にあっては 52ｍ以下としてください。 

イ 広告物等（つり下げのものを含む。）の道路境界線からの出幅が 1ｍ以下であり，か
つ，建築物からの出幅が 1.5ｍ以下としてください。 

ウ 広告物等の下端は，歩⾞道の区別のある歩道上にあっては地上 3.5ｍ以上（道路境界
線からの出幅が 0.5ｍ以下の場合は 2.5ｍ以上）とし，歩⾞道の区別のない道路上に
あっては地上から 4.5ｍ以上としてください。 

エ 広告物等の上端が当該広告物等を表⽰する壁⾯の上端を超えないでください。 
オ 広告物等の構造体は鉄板等で覆うなどして露出させないでください。 
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②個別的基準の主なもの（東京都屋外広告物条例施⾏規則・別表第３第４の規格） 

道路に沿い，⼜は
鉄道及び軌道の沿
線に設置するもの 

ア 鉄道及び軌道の路線⽤地から展望できる野⽴広告物及びこれに類するものは，距離・
間隔・⾼さ・⾯積・表⽰⽅法等について規制があります。 

イ その他⼀部の道路沿いの広告物については，別に基準・規格がありますので，市の屋
外広告物担当にお問い合わせください。

電⾞⼜は⾃動⾞の
⾞体の外⾯を利⽤
する広告物等 

ア ⾞体利⽤広告については，意匠等作成経過報告書の提出が必要な場合があります。 
イ 詳しい基準については，多摩建築指導事務所の窓⼝でご確認ください。 

⾃転⾞に表⽰する
広告物 

ア ⾞体のフレーム本体（前かごを含む。）への表⽰のみが可能です。掲出物件等を搭載・
設置することはできません。

電柱・街路灯柱及
び標識を利⽤する
広告物等の規格 

ア 多摩建築指導事務所の屋外広告物担当にお問い合わせください。 

第 1 種・第 2 種住
居地域内における
広告物等の規格 

ア 第 1 種・第 2 種住居地域内に設置する広告物等（⾃家⽤広告物及び⼯事現場の板塀等
に表⽰される宣伝の⽤に供されていない絵画以外）の表⽰⾯積は，10 ㎡以下として
ください。 

第１種・第 2 種低
層住居専⽤地域の
境界線から 50ｍ
以内に設置する広
告物等の禁⽌事項 

ア 光源の点滅はしないでください。ただし，展望できないものは除かれます 

 

③広告物の総表⽰⾯積の規制（東京都屋外広告物条例第２２条 同規則第２０条） 

総量規制 

〇近隣商業地域及び商業地域内に⾼さが 10m を超える建築物に表⽰する広告物の総
表⽰⾯積は，⼀建築物の総壁⾯⾯積（※52ｍまでの⾼さの部分の⾯積）の 60％を
超えない⾯積としてください。ただし，表⽰期間が７⽇以内のものは除きます。 

 ※総量規制においても「②個別的基準の主なもの」は適⽤されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[建築物の⾼さ 52ｍ以上の場合] [建築物の⾼さ 52ｍ以下の場合] 

[建築物の⾼さ 52ｍ以上] 
総壁⾯⾯積(Ｗ)＝（ａ＋ｂ+ｃ+ｄ）×52ｍ 
広告物の総表⽰⾯積＝Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ+Ｅ+Ｆ+Ｇ≦Ｗ×(6／10)

[建築物の⾼さ 52ｍ以下] 
総壁⾯⾯積(Ｗ)＝（ａ＋ｂ+ｃ+ｄ）×ｈ 
広告物の総表⽰⾯積＝Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ+Ｅ+Ｆ≦Ｗ×(6／10)



第５章 東京都屋外広告物条例及び屋外広告物設置の流れ 

－59－ 

２．屋外広告物設置の流れ 

市内に屋外広告物を設置する場合には，以下の図（⻘点線内）に⽰す⼿順に沿って，⼿続きが
必要です。また，屋外広告物等の掲出の計画時に，ガイドラインの内容等を踏まえた助⾔等を⾏
う事前相談（任意）を受け付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※事前相談（任意）とは・・・ 
屋外広告物の掲出を計画する際に，調布市景観計画及び関連するガイドラインとの関係性に配慮し

つつ，本ガイドラインの内容を踏まえ，市都市計画課が相談を受け付け，助⾔を⾏います（許可申請
の有無に関わらず事前相談を受け付けます）。必要に応じて外部の有識者である景観アドバイザー（屋
外広告物担当）にも助⾔をいただきます。 

屋外広告物の設置の計画 

設置の許可 ○⾼さが 4m を超える場合 
→⼯作物確認（建築基準法） 

○道路に突出している場合 
→道路使⽤・道路占⽤許可（道路法） 

○地区計画等の都市計画区域内の場合
→別途規制がある場合があります（都市計画法等）

許可申請が
必要な場合 

広告物の表⽰・設置等 

屋外広告物の許可申請 都条例第 8 条

許可期間の満了 

○取付完了届の提出 
（規則第 6 条）

○許可標識票の貼りつけ 
（規則第 7 条）

広告物の撤去継続許可申請 都条例第 27 条

継続して掲出する場合 

 事業者から事前相談（任意） 

ガイドラインに基づく助⾔ 

東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
⼿
続
き

別途，確認・許可
が必要な事項 

※それぞれの許可・確認等の窓⼝の
詳細については次⾴(P60)参照 

市都市計画課窓⼝

事前相談（任意）※受付 

市環境政策課窓⼝ 
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ガイドラインの内容及び事前相談に関する窓⼝ 

ガイドラインの内容に関する事項及び事前相談を受け付けます 
該当するもの 窓⼝

〇ガイドラインの内容に関する事項 
〇事前相談（任意） 都市計画課 

 

屋外広告物の許可の申請窓⼝ 

市内の許可区域内に屋外広告物を表⽰等される場合は，表⽰する場所や広告物の種類により
下記の窓⼝に許可申請書類を提出する必要があります。 

表⽰・掲出するもの 窓⼝
〇電柱利⽤の広告物等 
〇標識利⽤の広告物等 
〇⾞体利⽤の広告物等 
〇表⽰・設置届が必要な場合 

多摩建築指導事務所管理課 

上記以外の広告物 環境政策課 
 

その他の確認・許可の申請等窓⼝ 

屋外広告物の許可のほかに，次のような場合は，それぞれ決められた⼿続をしてください。 
①広告塔・広告板などの⾼さが４ｍを超える場合

建築基準法に基づく⼯作物の確認が必要となります。 建築指導課 

②広告物等を道路上(上空も含まれます。)に掲出する場合

道路法に基づく道路占有の許可が必要となります。 
国道：相武国道事務所（国⼟交通省） 
都道：北多摩南部建設事務所（東京都）
市道：道路管理課 

道路交通法に基づく道路使⽤許可が必要となります。 広告物等のある所轄の警察署 

③地区計画等の都市計画区域内に掲⽰する場合
地区計画区域内では，都市計画法に基づく⼯作物等の
届出が必要になります。(※1) 都市計画課 

都市開発諸制度の基準等に基づき，⼯作物について協
議，申請が必要になります。(※2) 都市計画課 

※１：都市計画法第５８条の２（建築等の届出等）に基づき，工作物についても政令第３８条の５第２号

ロに掲げるもの以外のものは，届出が必要になります。 

※２：特定街区，再開発等促進区を定める地区計画運用基準，東京都高度利用地区及び総合設計の４制度

について，東京都特定街区運用基準，東京都再開発等促進区を定める地区計画運用基準，東京都高

度利用地区指定方針及び指定基準，東京都総合設計要綱及び実施細目の運用基準があります。 

 

違反等に関する窓⼝ 

屋外広告物は許可を得て掲出する必要があります。（適⽤除外物件を除く） 
違反等に該当するもの 窓⼝ 

〇電柱等の禁⽌物件に掲出された広告物等 
〇許可区域に許可を得ずに掲出された広告物等 

環境政策課 
道路管理課 
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調布市景観まちづくり市⺠検討会の検討状況 

 

⽇時 回数 開催テーマ 主な内容 

平成 27 年 

8 ⽉ 21 ⽇（⾦）
第１回 〇屋外広告物を知ろう！

・屋外広告物の基本的な知識や景観の視点から
屋外広告物の要素の解説 

・他都市の写真を活⽤し，実際の屋外広告物の
⾒え⽅や感じ⽅について意⾒交換 

平成 27 年 

10 ⽉ 22 ⽇（⽊）
第 2 回 〇屋外広告物を知ろう！

・市⺠委員が各⾃で撮影した屋外広告物の写真
を持ち寄り，それぞれ撮影した⾝近な屋外広
告物の写真の気になる点（良い・気になる・
改善すべき）について意⾒交換 

平成 27 年 

12 ⽉ 17 ⽇（⾦）
第３回 

〇屋外広告物のあり⽅を

まとめよう！ 

・意⾒交換の内容をもとに整理した「調布市⺠
景観まちづくりビジョン（屋外広告物編）」
（素案）のとりまとめ 

 

 

平成２８年２⽉ 「調布市⺠景観まちづくりビジョン（屋外広告物編）」の作成 
※「調布市⺠景観まちづくりビジョン（屋外広告物編）」については次⾴参照） 

  

 
現況調査等による現況の把握 

景観特性の 
整理・分析 

調布市景観形成ガイドライン（屋外広告物編）素案 

中間とりまとめ 

調布市景観形成ガイドライン（屋外広告物編）の策定 

調
布
市
景
観
審
議
会
で
の
意
⾒
聴
取

市⺠アンケート
調査

調布市景観形成ガイドライン（屋外広告物編）⾻⼦の作成 

東京都 
との調整 

関係団体等 
との意⾒交換 

景観アドバイザー 
へのヒアリング

調布市⺠景観まちづくり 
ビジョン（屋外広告物編）の策定 

調布市景観形成ガイドライン（屋外広告物編）案の作成 

調
布
市
景
観
ま
ち
づ
く
り 

市
⺠
検
討
会
で
の
検
討

平成 26 年度 

平成 27 年度 

平成 28 年度 
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調布市⺠景観まちづくりビジョン（屋外広告物編） 

 

⾒やすさ・わかりやすさ ユニークな広告物や⼯夫された広告物は街のにぎわいづくりにつながる 

にぎわいづくり 洗練されたデザインの広告物は，街並みの印象を良くする 

街並みへの貢献 
広告物のデザインをシンプルにすることや，複数の広告物に統⼀感を持たせるこ
とで，⾒やすくわかりやすくなる 

調 布 ら し さ 広告物のデザインや⾊を⼯夫することで調布らしさをつくる 

安全性・維持管理 
地震等の災害に強い広告物とするとともに，更新・撤去など，適正な維持
管理を⾏う 

駅 周 辺 
街の顔となる駅周辺の広告物は，周辺との調和やデザインに配慮し，落ち
着きのなかにも品格あるものとする 

道   路 
沿道の広告物は，道路幅に応じて⼤きさやデザインを使い分け，良好な沿
道景観をつくる 

商 店 街 
商店街の広告物は，各商店街での統⼀感や個性を感じられる⼯夫をすること
で，にぎわいを演出する 

⾃然・住宅地 
⾃然豊かな場所や住宅地などの広告物は，⾊やデザインを落ち着いたものとす
ることで，街並みに調和させる 

深 ⼤ 寺 深⼤寺周辺の広告物は，⾃然と調和した⾊づかいや和⾵の広告物にすること
で，街並みに溶け込ませる 

⼤ き さ 広告物の⼤きさは，建物や周辺の広告物の⼤きさとのバランスに配慮する 

⾊   彩 広告物の⾊彩は，派⼿な配⾊や原⾊の使⽤は避け，広告物の⼤きさにも配
慮した⾊づかいとする 

数（かず） 広告物の数は，同じ内容のものを複数設置することは避け，必要最低限の個
数で配列を揃えることなど⼯夫する 

⽂   字 広告物の⽂字は，広告物の⼤きさや⾼さに合わせ，⾒やすい⼤きさ・⽂字数と
なるよう配慮するとともに適切な表現内容とする 

照   明 広告物の照明は，街並みを明るくするために活⽤しながら，過度に明るくなり過
ぎないよう配慮する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調布市景観形成ガイドライン（屋外広告物編） 
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